
＜一般委託＞

1 目      的 　よこすか市議会だより第49・50・51号の編集及び印刷

2 履行期間 　契約の日から令和６年１月31日

3 施行場所 　横須賀市議会及び別途指定する場所

4 業務内容 　別紙特記仕様書のとおり

5 特記事項 　別紙特記仕様書のとおり

6 関係法規

7 資格要件

　本業務履行については、下記の資格を有すること。
　平成30年4月1日以降に、国、地方公共団体（地方公共団体の受託業務として発注した指定管理者
を含む）又は特殊法人等が発注した「広報紙又は議会報」製作業務の契約を元請けとして締結し完
了した実績があること。

8 契約方法 　単価による業務委託契約（一般委託）

9 支払方法 　委託料の支払いは、各号納入後に精算払いとする。

10 その他事項   この仕様書に定めのない事項及び疑義を生じた場合は、別途協議するものとする。

11
監　督　員
連　絡　先

　横須賀市議会議会局議事課　046-822-8532

・この業務を施行するにあたって、仕様書でグリーン物品購入の指示がある場合は、横須賀市グリー
ン購入基本方針及び調達方針に基づく環境物品等を納入すること。また、仕様書で特に指示がない
場合で委託代金に物品等の購入経費が含まれている場合は、できるだけこの方針に基づく環境物品
等の調達をお願いします。
（上記方針については、本市のホームページ「よこすかのグリーン購入」参照）

・本市は、独自の環境マネジメントシステム（YES）により事務事業の環境負荷低減に努めているの
で、受託者においてもできる限り環境に配慮して業務を執行するようお願いします。

グリーン
物品購入

及び
環境配慮

関係

＜指示又は希望事項＞

よこすか市議会だより製作業務委託　　仕様書

  よこすか市議会だより製作業務委託に基づく内容は、本仕様書の定めるところによる。



業務 単位 予定数量 上限単価（円） 契約単価（円）

よこすか市議会だより製作第49号～51号 部 264,000 7.30

１　契約単価は、上限単価を超えることができない。

２　契約単価欄は、契約者が記入する。

３　予定数量に単価を乗じた金額の合計額を入札金額とすること。

（税抜き）

単　価　内　訳　書



「よこすか市議会だより」製作業務委託 特記仕様書 別紙 

 

 次の製作について、委託者・横須賀市を甲とし、受託者を乙として以下のと

おり仕様を定める。 

 

１ 目  的 よこすか市議会だより製作 

 

２ 業  務 よこすか市議会だより第 49・50・51 号の編集及び印刷 

     ＊別添の「よこすか市議会だより第 47 号」を参照 

 

３ 規  格 

(ア) 版型 タブロイド版 

(イ) カラー（４色）印刷、植物を原料としたインクを使用すること 

使用する紙は以下のどちらかとすること 

・微塗工マットコート・Ｄ巻・51.5kg～53.0 ㎏ 

・中質紙・Ｄ巻・53.5ｋｇ 

(ウ) 頁数 ４頁 

(エ) 組型 原則として縦６段 

(オ) 活字の大きさと書体 原則 12 ポイントゴシック体またはこれに類する

書体とする 

(カ) 紙質 古紙が配合されていること 

     古紙配合率については契約後協議により決定する 

 

４ 予定数量 264,000 部 

（内訳） 

88,000 部 令和５年７月 

88,000 部 令和５年 11 月 

88,000 部 令和６年１月  

 

５ 発 行 日 第 49 号 令和５年７月 

 第 50 号 令和５年 11 月 

       第 51 号 令和６年１月 

 

６ 契約期間  契約の日から令和６年１月 31 日まで 

 

７ 内  容 

(ア) 甲は乙に入稿データ（文字原稿、写真、グラフ、図表等）を電子デー



タ（Word、Excel、JPEG 等）で提供する。 

(イ) 乙は入稿データに基づき、紙面デザイン、レイアウト（文字・写真な

どを各紙面にあわせて割り付ける）、イラスト等の作成、版下作成、校

正、製版、印刷、納品、最終原稿データの保存・提供をすること。 

(ウ) 乙は紙面作成に関する豊富な知識・技術を有する製作スタッフを起用

し、紙面の充実と編集作業の円滑な進行に努めること。 

(エ) 乙は甲の要請に基づき、各号の編集及び校正を協議する広報広聴会議

等に出席し、紙面デザイン、レイアウト等に関する助言を行うこと。 

(オ) 色校正については簡易色校正とし、４部提出すること。 

(カ) 印刷は甲が確認した最終の印刷原稿に基づいて行うこと。  

(キ) 編集スケジュール及び納入期限は、甲の作成するスケジュール案をも

とに協議のうえ決定することとする。 

(ク) 原稿等のデータの受け渡しは電子メールで行うものとし、乙が提供す

るデータ形式は PDF とする。 

 

・スケジュールについて 

市議会だよりは、定例議会単位で発行しており、各定例議会の最終日から

約１か月後に発行するものとします。 

発行部数については、各定例議会の最終日までに連絡します。 

＊別添の「よこすか市議会だより第 47 号編集スケジュール」を参照 

甲 乙 

乙へ記事データ入稿 甲へデータ送付 

（入稿から４営業日後） 

データ校正期間（甲と乙で複数回やりとり、５営業日） 

広報広聴会議開催 

 

広報広聴会議へ出席 

（会議結果による校正） 

乙へ文字校了連絡 甲から文字校了連絡 

乙から簡易色校正受領 甲へ簡易色校正送付 

（文字校了から３営業日後） 

乙へ校了連絡 印刷開始 

 （校了連絡から２営業日後・

発行日の２営業日前） 

指定場所へ納品（AM 中） 

発行 

・第 49 号  ６月中旬入稿、７月中旬納品予定 

・第 50 号  10 月上旬入稿、11 月上旬納品予定 

・第 51 号  12 月中旬入稿、１月下旬納品予定 



８ 製本加工及び梱包方法 

(ア) 製本加工は２ツ折り加工とする。 

(イ) 梱包は１梱包 1,000 部とする。 

 

９ 納  品 

(ア) 納品は紙面と電子データ（PDF）とする。 

(イ) 納品場所は別途甲の指定する場所（新聞折り込み業者、市議会議会局

など市外１カ所、市内２カ所）とする。 

(ウ) 各号の納入期限は発行日の２営業日前の午前中とし、詳細は協議のう

え決定する。 

 

10 契約及び支払い方法 

(ア) 契約は単価契約とする。 

(イ) 支払いは各号納入後に精算払いとする。 

 

11 特記事項 

(ア) 甲は納品された市議会だよりを配布、譲渡、複製及び展示（ＨＰ上で

のデータ展示を含む）を行うことができる。その他の利用については両者

協議のうえ決定する。 

(イ) 甲が提供した文字原稿、写真、グラフ、図表等などは、編集作業終了

後速やかに返却すること。 

(ウ) 本仕様書の各条項に違反した場合、甲は、契約金額の一部または全部

を支払わず契約を解除すること、または乙に再印刷を行わせることができ

る。 

(エ) その他、本仕様書に定めのない事項並びに疑義が生じた場合は、両者

は速やかに協議を行うこととする。 

 

12 その他 

甲と乙の双方が合意し、本市議会において令和６年度予算が承認された場

合、令和６年４月１日から令和６年５月 31 日までの間に発行する第 52 号よこ

すか市議会だよりの編集及び印刷について、本契約における発行１回あたりの

単価（予定数量 88,000 部）と同一単価で随意契約をする。 

なお、乙が当該契約を締結する意思がない場合については、令和６年２月 24

日までに通知すること。 

連絡先 横須賀市議会議会局 議事課 高橋 

電話番号 ０４６－８２２－８５３２ 



No. 納品場所 郵便番号 所在地 電話番号

1 アドポート東京 191-0065 東京都日野市旭が丘3-1-1　MFLP日野４階 042-589-1570 83,450 部

2 湘南カーゴ 238-0023 神奈川県横須賀市森崎1-18-19 046-837-1600 1,150 部

3 市議会議会局 238-8550 神奈川県横須賀市小川町11 046-822-8532 3,400 部

88,000 部

No. 納品場所 郵便番号 所在地 電話番号

1 アドポート東京 243-0301 東京都日野市旭が丘3-1-1　MFLP日野４階 042-589-1570 83,450 部

2 湘南カーゴ 238-0023 神奈川県横須賀市森崎1-18-19 046-837-1600 1,150 部

3 市議会議会局 238-8550 神奈川県横須賀市小川町11 046-822-8532 3,400 部

88,000 部

No. 納品場所 郵便番号 所在地 電話番号

1 アドポート東京 243-0301 東京都日野市旭が丘3-1-1　MFLP日野４階 042-589-1570 83,450 部

2 湘南カーゴ 238-0023 神奈川県横須賀市森崎1-18-19 046-837-1600 1,150 部

3 市議会議会局 238-8550 神奈川県横須賀市小川町11 046-822-8532 3,400 部

88,000 部

合計

第51号

予定部数

合計

市議会だより納品場所・部数一覧（予定）

予定部数

合計

第49号

第50号

予定部数



　

横
須
賀
市
議
会
で
は「
通
年
議
会
」
を
採
用

し
て
い
る
た
め
一
年
通
し
て
会
期
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
集
中
的
に
会
議
を
開
く
時
期
と
し
て

３
月
・
６
月
・
９
月
・
12
月
の
年
４
回
、「
定

例
議
会
」
と
い
う
時
期
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ

の
他
の
時
期
に
開
催
す
る
会
議
は「
臨
時
議
会
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
市
長
か
ら
１
件
の
議
案
の
提
案
を
受
け
、
11

月
14
日
に
臨
時
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
議
案

は
、
一
般
会
計
の
補
正
予
算
案（
第
６
号
）
で

あ
り
、
物
価
高
騰
を
受
け
た
低
所
得
者
向
け
の

市
独
自
の
給
付
と
中
小
企
業
向
け
の
省
エ
ネ
設

備
助
成
を
行
う
内
容
で
し
た
。
審
議
を
経
て
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
12
月
定
例
議
会
は
、
11
月
29
日
～
12

月
14
日
の
16
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
８
人
の
議
員
が
２
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
を
行
い
、
市
長
・
教
育
長
等
と
議
論

を
交
わ
し
ま
し
た
。（
質
問
項
目
を
３
面
に
掲

載
）

　
次
に
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
26
件
の
議
案

と
１
件
の
諮
問
、
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
1
件

の
議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
１
件
の
請

願
と
９
件
の
陳
情
を
議
題
と
し
ま
し
た
。
結
論

と
し
て
は
、
全
て
の
議
案
と
諮
問
を
可
決
し
、

請
願
１
件
は
不
採
択
と
し
、
陳
情
９
件
は
１
件

を
趣
旨
不
了
承
、
８
件
を
審
査
終
了
と
し
ま
し

た
。（
審
議
結
果
を
４
面
に
掲
載
）

　
賛
否
が
分
か
れ
た
議
題
は
本
紙
４
面
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
と
し
て
は
、請
願「
日

本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
及
び
批
准

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
は
ね
ぎ

し
か
ず
こ
議
員
及
び
小
室
卓
重
議
員
に
よ
る
賛

成
討
論
が
あ
っ
た
も
の
の
記
名
投
票
の
結
果
、

賛
成
５
名
・
反
対
32
名
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
補
正
予
算
案（
第
７
号
）
に
つ
い

て
は
、
井
坂
直
議
員
か
ら
の
反
対
討
論
が
あ
っ

た
も
の
の
賛
成
33
名
・
反
対
４
名
で
可
決
し
ま

し
た
。

物
価
高
騰
対
策
予
算
を
速
や
か
に
可
決
令
和
４
年
度
中
学
２
年
生
の

ピ
ロ
リ
菌
対
策
事
業
の
中
間
報
告
を
聴
取

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料

引
き
下
げ
状
況
に
つ
い
て
確
認

11
月
臨
時
議
会

12
月
定
例
議
会

　

市
で
は
、
令
和
元
年
度
か

ら
市
内
在
住
の
中
学
２
年
生

（
相
当
年
齢
）を
対
象
と
し
た

ピ
ロ
リ
菌
対
策
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
同

事
業
の
中
間
報
告
と
し
て
、

速
報
値
が
報
告
さ
れ
、
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
対
象
者
は

3
︐1
6
9
人
で
、
一
次
検
査

の
受
検
者
は
2
︐0
6
0
人
、

受
検
率
は
65
％
で
し
た
。
ま

た
、
確
定
検
査
で
陽
性
と
判

定
さ
れ
た
人
は
21
人
で
、
陽

性
率
は
1
．1
％
で
し
た
。

主
な
質
疑

問
が
ん
対
策
は
早
期
発
見
、

早
期
対
応
の
た
め
、
受
診
率

を
上
げ
る
こ
と
が
大
事
だ

が
、
一
次
検
査
の
受
検
者
数

が
毎
年
減
っ
て
い
る
状
況
が

懸
念
さ
れ
る
。
子
ど
も
た
ち

の
受
検
す
る
気
持
ち
を
醸
成

す
る
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
を
進
め
て
い
く
の
か
。

答
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
受

検
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
学

校
の
検
尿
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン

グ
で
ピ
ロ
リ
菌
の
検
尿
の
回

収
が
で
き
な
い
か
、
教
育
委

員
会
と
相
談
し
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
に
効
果
を
理
解
し

て
も
ら
う
に
は
、
学
校
の
先

生
に
理
解
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
の
で
、
協
力
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問
除
菌
の
成
功
率
は
高
く
、

除
菌
に
よ
り
安
心
を
得
た
人

た
ち
の
成
功
談
を
未
受
検
者

に
も
共
有
す
る
こ
と
で
、
ピ

ロ
リ
菌
検
査
の
受
検
、
さ
ら

に
は
他
の
が
ん
検
診
・
特
定

健
診
の
受
検
率
の
向
上
に
も

つ
な
が
る
と
思
う
が
い
か
が

か
。

答
現
在
、
医
師
会
と
も
協
力

し
て
動
画
を
作
成
し
、
ご
両

親
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
周

知
を
し
て
い
る
。
実
際
に
体

験
し
た
子
ど
も
の
声
は
同
じ

世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ

る
部
分
が
多
い
と
思
わ
れ
る

の
で
、
医
師
会
と
も
相
談
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用

者
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
今
年
度
、
補
助

金
メ
ニ
ュ
ー
を
拡
充
し
、
民

設
ク
ラ
ブ
に
利
用
料
の
引
き

下
げ
を
依
頼
し
た
結
果
に
つ

い
て
、
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

利
用
料（
お
や
つ
代
相
当

額
を
除
く
）の
全
体
平
均
月

額
は
、
１
３
︐4
0
9
円
と

な
り
、
昨
年
度
か
ら
の
実
質

引
き
下
げ
額
は
1
︐7
5
1

円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
72

ク
ラ
ブ
の
う
ち
、
引
き
下
げ

が
行
わ
れ
た
の
は
49
ク
ラ
ブ

で
、
23
ク
ラ
ブ
で
は
、
運
営

状
況
が
厳
し
い
等
の
理
由
か

ら
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

主
な
質
疑

問
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
23
ク
ラ
ブ
の
う
ち
、

主
な
理
由
と
し
て
運
営
状
況

が
厳
し
い
と
し
た
の
は
15
ク

ラ
ブ
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
詳
細
は
。

答
こ
れ
ま
で
の
運
営
が
赤
字

で
あ
っ
た
り
、
開
設
し
て
か

ら
の
年
数
が
少
な
い
ク
ラ
ブ

で
は
初
期
整
備
時
の
借
入
が

返
済
で
き
て
い
な
か
っ
た

り
、
ま
た
、
学
区
内
に
ク
ラ

ブ
が
複
数
存
在
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
、
他
の
ク
ラ
ブ
へ

移
る
な
ど
し
て
児
童
数
が
急

激
に
減
少
し
運
営
状
況
の
見

通
し
が
立
た
な
い
ク
ラ
ブ
も

あ
る
。

問
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
基
本
情
報
を
見
た

が
、
利
用
料
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
た
。

全
て
の
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
を

記
載
す
る
べ
き
と
思
う
が
い

か
が
か
。

答
極
力
記
載
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
く
。

リニューアル工事を行っておりました「いちご　よこすかポートマーケット」がリニューアル工事を行っておりました「いちご　よこすかポートマーケット」が
令和4年10月28日（金）にリニューアルオープンしました。令和4年10月28日（金）にリニューアルオープンしました。
ポートマーケットについては、リニューアル前より、その方向性など議会としてポートマーケットについては、リニューアル前より、その方向性など議会として
報告を受けておりました。今後も周辺地域を含めた活性化に期待を寄せています。報告を受けておりました。今後も周辺地域を含めた活性化に期待を寄せています。
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企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
た
女
性
支
援
事
業
を
審
査

「
え
き
・
ま
ち
・
み
ち
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
」
開
設
準
備
を
審
査

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
化
実
証
事
業

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
確
認

「
ソ
レ
イ
ユ
の
丘
」の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
審
査

　

地
方
創
生
応
援
税
制（
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）
と
し

て
2
0
0
万
円
の
寄
附
の
申

し
出
が
あ
り
、
女
性
支
援
に

活
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
寄

附
者
の
意
向
か
ら
生
理
用
品

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
及
び
女
性

ト
イ
レ
の
改
修
費
用
に
充
て

る
と
い
う
議
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

生
理
用
品
デ
ィ
ス
ペ
ン

サ
ー
と
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
通
信
に
よ
り
生
理
用
ナ
プ

キ
ン
を
提
供
す
る
機
器
の
こ

と
で
設
置
機
器
に
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
が
あ
り
、
生
理

用
ナ
プ
キ
ン
の
費
用
は
そ
の

広
告
費
か
ら
賄
わ
れ
ま
す
。

設
置
場
所
は
本
庁
舎
分
館
１

階
及
び
6
階
、
ほ
っ
と
か
ん

1
階
、
は
ぐ
く
み
か
ん
1
階

で
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、

本
庁
舎
分
館
6
階
、
は
ぐ
く

み
か
ん
1
階
及
び
5
階
の
3

箇
所
の
女
性
ト
イ
レ
に
温
水

洗
浄
便
座
を
設
置
し
、
本
庁

舎
5
階
の
和
式
ト
イ
レ
を
洋

式
化
と
温
水
洗
浄
便
座
を
設

置
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
本

会
議
に
て
反
対
の
討
論
も
あ

り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。主

な
質
疑

問
生
理
用
品
デ
ィ
ス
ペ
ン

サ
ー
設
置
後
に
市
が
負
担
す

る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
あ

る
の
か
。

答
電
気
代
以
外
は
掛
か
ら
な

い
。

問
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
ス
マ

ホ
を
か
ざ
し
て
生
理
用
ナ
プ

キ
ン
を
入
手
す
る
に
当
た
り

個
人
情
報
の
流
出
に
繋
が
る

リ
ス
ク
は
な
い
の
か
。

答
管
理
す
る
企
業
で
は
、
ど

う
い
う
方
が
ど
の
程
度
の
頻

度
で
使
っ
て
い
る
か
の
デ
ー

タ
は
利
用
す
る
が
個
人
情
報

ま
で
は
利
用
し
な
い
。

　
令
和
5
年
度
か
ら
役
所
屋

追
浜
店
跡
地
で「
え
き
・
ま

ち
・
み
ち
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
」
が
本
格
稼
働
す
る
に

当
た
り
、
令
和
5
年
1
月
よ

り
準
備
稼
働
す
る
た
め
、
賃

料
等
1
9
5
万
1
千
円
の
補

正
予
算
を
追
加
計
上
す
る
議

案
が
提
出
さ
れ
、
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
参

加
予
定
メ
ン
バ
ー
は
横
須
賀

市
の
他
に
地
元
組
織
、
商
店

会
、
交
通
事
業
者
、
地
元
企

業
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
、
地

元
の
大
学
、
関
係
諸
大
学
、

横
浜
国
道
事
務
所
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。　

主
な
質
疑

問
家
賃
等
に
つ
い
て
は
今
後

も
市
だ
け
が
負
担
す
る
の

か
。

答
今
年
度
に
つ
い
て
は
横
須

賀
市
が
単
独
で
負
担
す
る

が
、
来
年
度
以
降
は
、
国
や

民
間
に
も
負
担
の
協
力
を
頂

け
る
様
に
現
在
調
整
を
し
て

い
る
。

問
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
国
の
事
業

で
あ
る
バ
ス
タ
事
業
を
成
功

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
将
来

の
再
開
発
等
ま
で
含
め
て
考

え
て
し
ま
う
事
で
、
か
え
っ

て
国
の
役
割
が
明
確
で
な
く

な
り
、
協
力
が
得
ら
れ
難

く
な
っ
て
し
ま
う
懸
念
が
あ

る
。
切
り
分
け
て
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
当
面
は
バ
ス
タ
事
業
の
推

進
と
い
う
の
が
大
き
な
柱
で

あ
る
が
、
国
で
は
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
バ
ス

タ
を
目
指
し
て
い
る
の
で
、

当
面
は「
バ
ス
タ
」
と「
ま

ち
づ
く
り
」
の
両
面
を
進
め

て
い
く
。
バ
ス
タ
事
業
が
終

了
し
た
際
に
継
続
に
つ
い
て

は
再
度
検
討
す
る
。

生理用品ディスペンサーイメージ生理用品ディスペンサーイメージ

地域の津波地域の津波
ハザードマッハザードマッ
プはこちらかプはこちらか
らご覧いたらご覧いた
だけますだけます

　

11
月
１
日
か
ら
、
池
田
・

吉
井
地
区
と
、
新
岩
戸
地
区

の
約
６
千
世
帯
を
対
象
に
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と

製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
括

収
集
を
し
て
、
㈱
T
B
M
が

久
里
浜
に
新
設
し
た
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ン
ト
に
お
い
て
、

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
資
源

化
・
再
商
品
化
処
理
を
す
る

と
い
う
実
証
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
環
境
教
育
常
任

委
員
会
で
は
そ
の
状
況
報
告

を
受
け
、
質
問
を
行
い
ま
し

た
。主

な
質
疑

問
一
括
収
集
し
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
廃
棄
物
か
ら
、
約
20

再
資
源
化
、
再
商
品
化
を
行

い
、
地
球
環
境
保
全
の
た
め

に
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
上
げ
て

い
く
こ
と
。
今
は
限
ら
れ
た

地
域
で
の
実
証
事
業
だ
が
、

来
年
に
は
市
内
全
域
で
行
っ

て
い
く
た
め
、
目
的
を
し
っ

か
り
と
広
報
し
つ
つ
、
そ
の

過
程
と
し
て
の
分
別
の
大
切

さ
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

㎏
の
サ
ン
プ
ル
を
無
作
為
に

抽
出
し
組
成
調
査
を
行
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
燃
せ
る

ご
み
の
組
成
調
査
は
行
わ
な

か
っ
た
の
か
。

答
行
っ
て
い
な
い
。

問
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
ポ

ス
タ
ー
な
ど
で
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
が
変
更

に
な
る
こ
と
が
前
面
に
出
て

い
る
が
、
何
の
た
め
に
や
っ

て
い
る
の
か
、
も
っ
と
わ
か

り
や
す
く
本
来
の
目
的
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
べ
き
。
対
象
地

区
の
市
民
の
中
に
は
ま
だ
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
燃
せ

る
ゴ
ミ
で
よ
い
の
だ
と
の
意

識
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
目
的
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

新
た
な
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
確
認

　
平
成
29
年
度
に
作
製
さ
れ

た
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

全
面
的
に
見
直
し
、
新
た
な

マ
ッ
プ
を
作
製
し
た
こ
と
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
、
今
後

の
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て

質
問
を
し
ま
し
た
。

～
従
来
の
マ
ッ
プ
か
ら
の
主

な
変
更
点
～

①�

神
奈
川
県
が
公
表
し
た

「
津
波
浸
水
想
定
図
」に
基

づ
き
、
津
波
に
よ
る
浸
水

が
ど
の
く
ら
い
の
深
さ
に

な
る
か
に
よ
っ
て
、
０
．

３
ｍ
未
満
か
ら
10
～
20
ｍ

未
満
ま
で
の
８
段
階
に
色

分
け
す
る
方
式
に
変
更
。

②�

市
役
所
や
行
政
セ
ン
タ
ー

な
ど
公
共
施
設
の
ほ
か
、

震
災
時
避
難
所
や
地
域
医

療
救
護
所
な
ど
の
施
設
も

表
示
。

③�

従
前
の
マ
ッ
プ
で
は
見
に

く
く
な
っ
て
い
た
道
路
を

可
能
な
限
り
見
や
す
く
し
、

家
庭
や
地
域
で
避
難
経
路

を
確
認
す
る
際
に
、
役
立

つ
よ
う
に
し
た
。

主
な
質
疑

問
新
し
い
マ
ッ
プ
の
作
製

は
、
ス
タ
ー
ト
地
点
で
し
か

な
い
。
命
の
安
全
を
守
る
た

め
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
は

マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
も
ら
わ

な
い
と
い
け
な
い
。
津
波
避

難
訓
練
を
行
う
地
域
に
は
、

こ
の
マ
ッ
プ
を
し
っ
か
り

使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

答
マ
ッ
プ
を
眺
め
て
終
わ
っ

て
は
意
味
が
な
い
。
現
在
、

マ
ッ
プ
の
説
明
と
配
付
の
た

め
地
域
を
回
っ
て
い
る
と
こ

ろ
。
津
波
の
浸
水
域
に
あ
る

場
所
に
避
難
し
な
い
よ
う
に

ま
ず
伝
え
る
と
同
時
に
、
訓

練
も
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
と
お
願
い
し
て
い
る
。

問
津
波
に
よ
る
浸
水
域
は
必

ず
し
も
マ
ッ
プ
の
色
分
け
ど

お
り
に
な
る
わ
け
で
は
な

く
、
複
合
的
な
要
因
で
津
波

が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、
そ

れ
以
上
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
市
民
に
伝
え
る
部
分
が
不

足
し
て
い
な
い
か
。

答
新
し
い
マ
ッ
プ
に
も「
実

際
は
予
測
よ
り
大
き
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
」
と
注
意
書

き
し
て
い
る
が
、
地
域
へ
の

説
明
に
お
い
て
も
、
し
っ
か

り
伝
え
て
い
く
。

リニューアルオープンするソレイユの丘イメージリニューアルオープンするソレイユの丘イメージ

　
「
都
市
公
園
条
例
」に
基
づ

い
た「
公
の
施
設
」で
あ
る
、

長
井
海
の
手
公
園
ソ
レ
イ
ユ

の
丘（
以
下
、
ソ
レ
イ
ユ
の

丘
）
と
荒
崎
公
園
は
、
都
市

公
園
に
お
け
る
民
間
資
金
を

活
用
し
た
新
た
な
整
備
・
管

理
手
法
で
あ
る「
P
a
r
k

ｰ

P
F
I
」
と
い
う
方
式
を

取
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
飲

つ
い
て
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑

問
指
定
期
間
19
年
の
間
に
大

規
模
な
修
繕
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
市
と
指
定
管
理
者
と
の
リ

ス
ク
分
担
を
明
確
に
し
た
上

で
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
予
め
計
上
し
て
い
る
施
設

修
繕
費
に
つ
い
て
不
用
額
が

発
生
し
た
場
合
、
指
定
管
理

者
と
協
議
を
し
て
指
定
管
理

料
の
取
扱
い
等
を
変
更
す
る

余
地
は
残
っ
て
い
る
。ま
た
、

大
規
模
修
繕
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
、
本
市
の
施
設
で
あ

れ
ば
本
市
が
予
算
を
確
保
し

た
上
で
実
施
す
る
こ
と
に
な

る
。

問
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
利
用
料

金
に
つ
い
て
、
本
市
と
指
定

管
理
者
と
の
間
で
ど
の
よ
う

な
議
論
を
し
て
い
る
か
。
妥

当
な
料
金
設
定
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
利
用
料
金
は
本
市
と
指
定

管
理
者
の
間
で
協
議
を
し
た

上
で
、
本
市
が
承
認
す
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
利
用
料

金
は
若
干
上
が
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
ど
ん
な
金
額
に
し

て
も
よ
い
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
他
都
市
や
類
似
施
設
と

比
較
し
な
が
ら
料
金
の
妥
当

性
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要

と
考
え
て
い
る
。

問
ソ
レ
イ
ユ
の
丘
の
施
設
利

用
に
つ
い
て
、
青
少
年
団
体

に
よ
る
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
の
利
用
な
ど
、
本
市
の

該
当
部
局
か
ら
も
自
主
的
に

意
見
を
吸
い
上
げ
、
指
定
管

理
者
と
協
議
を
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
指
定
管
理
者
側
も
地
域
と

様
々
な
連
携
を
し
た
い
と
述

べ
て
お
り
、
適
宜
協
議
を
し

て
い
き
た
い
。
地
域
の
交
流

施
設
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
、

町
内
会
が
利
用
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
な
ど
、
様
々

な
機
能
を
も
つ
公
園
な
の

で
、
全
庁
的
に
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
、
活
用
し
て
い
き

た
い
。

食
店
等
の
利
便
性
を
向

上
す
る
た
め
の
施
設
を

設
置
し
、
そ
こ
か
ら
の
利

益
を
活
用
し
て
、
公
園
の

整
備
・
改
修
等
を
一
体
的

に
行
う
も
の
で
あ
り
、
公

募
に
よ
り
指
定
管
理
者

を
選
定
し
ま
す
。
ソ
レ

イ
ユ
の
丘
は
、2
0
2
3

年
4
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
に
向
け
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新型コロナウイルス感染症対策
検討協議会　最終報告

12月定例議会　一般質問

　令和元年、中国武漢市で最初に患者が発症したとされる新型コロ
ナウイルス感染症は瞬く間に全世界に感染拡大しました。咳や飛沫
等を介してヒトからヒトへ感染することが確認され、これを防ぐため
に密閉・密集・密接（三密）を避ける必要から、マスクの着用や外出
の自粛など日常生活に大きな変化を及ぼすことになりました。
　横須賀市議会は、このコロナ感染症への対応という非常事態が市
民生活に重大な影響を及ぼしている状況を踏まえ、時宜を捉えた課
題を協議するため、令和2年5月7日「新型コロナウイルス感染症対策
検討協議会」を設置しました。
　これにより、私たち市議会議員に寄せられた様々な市民の声を、
協議会という場に集約し、課題を共有し、議会が一体となって市に
対し働きかけることで、今本当に市民が知りたいことを明らかにし、
必要としていることを実現させることができました。

　2年7か月、39回に及ぶ過去、類を見ない検討の期間・回数となっ
た協議においては、コロナ感染症によって大きく影響を受けた事業
者や団体から直接意見を聴取したり、迅速性第一で取り組んできた
市の対応について改めて検証を求めたりしながら、医療・教育・福祉・
子ども・経済等、市民生活に関わるあらゆる分野にわたって市が行っ
たコロナ感染症対策について、疑問点・問題点を明らかにし、改善
が必要とされる点について市に要望することで、市議会として積極
的に関与してきました。
　その後、感染拡大の波を幾度にもわたって乗り越えてきたことで、
コロナ感染症への理解が進み、対策についても経験を積み、持続的・
効果的な行政運営がなされるようになりました。これを機に、令和2
年11月の経過報告に続いて、令和4年12月、協議会としての最終報
告を取りまとめ、市長に対して、今後起こりうる感染症の蔓延や一
丸となって立ち向かわねばならない難局に備えて提言を行いました。
　ウィズコロナの新しい生活様式が定着しつつありますが、現在も
コロナ感染症は収束したとは言えず、今後もウイルスは変異を繰り
返し、さらに感染拡大の波が来る可能性は十分にあります。今後も
市の感染症対策については、本会議及び委員会における質疑・質問
等を活用し、議会としてのチェック機能を十分に果たしてまいります。

公明党
川本 伸

①災害図上訓練（ディグ）を普及させることについて
②多くの市民に救命講習を受けていただく重要性について
③救急現場映像を119番に送るシステムの試行について
④民間保育園や産後ケア施設にお昼寝見守りセンサー導入

よこすか
未来会議
竹岡 力

①�教頭業務をいま一度精査し、整理する必要性について
②教頭をサポートする人材を配置することについて
③�教育分野のデジタルガバメント推進に向けて、市長部局
と教育委員会の組織の在り方を検討することについて

日本共産党
井坂 直

①ゼロカーボン実現のため、「脱炭素選考地域」の提案を
②学校プール廃止と水泳授業の民間委託には問題点あり
③�市直営の有馬浄水場と横浜市との共同施設・小雀浄水
場の廃止方針はいつ決定したのか。災害時の水の確保は

小室卓重

①海洋プラスチックごみ対策アクション宣言について
②市民の活動をより効果的に生かす工夫について 
③公共施設内自動販売機のペットボトル飲料について 
④子どもたちの環境活動に市長が参加することについて

日本共産党
大村洋子

①「みんなの家」廃止でシニアの健康づくりに影響ないか
②「浦賀の渡し」民間へ無償譲渡。300年の歴史守れるか
③米海軍基地からのPFAS流出。原因究明を早急に
④統一協会関連団体との一切の関わりを断つ約束できるか

自由民主党
渡辺光一

①がん検診受診率向上と、治験の推進について
②�横浜・大阪間のバス路線が横須賀まで延伸されたこ
とへの対応について
③浦賀のまちの活性化について

よこすか
未来会議

堀りょういち

①観光立市推進基本計画の目標達成に向けた取組み
②ルートミュージアム事業のさらなる推進
③民官連携による「夜の観光」の推進

小林伸行

①地域通貨の導入について
②「はつらつシニアパス」の対象拡大について
③コミュニティバスの導入支援の必要性について
④逗子駅〜三崎口間の10分間隔の路線バス導入について

「新型コロナウイルス感染症対策
に関する提言」はこちら➡

市長に提言を提出市長に提言を提出

左から、　左から、　
田辺委員、小幡委員、西郷委員長、上地市長、大野議長、永井副委員長、二見委員田辺委員、小幡委員、西郷委員長、上地市長、大野議長、永井副委員長、二見委員
（協議会委員は上記委員の他に、大村委員、小林オブザーバー（当日欠席））（協議会委員は上記委員の他に、大村委員、小林オブザーバー（当日欠席））
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協議会からの要望で実現した
主な取組

市長への提言項目
（令和4年12月）

・�放課後児童クラブによる学校施設
の使用
・各種申請の簡素化・迅速化　
・�ワクチン接種に関するわかりやす
い周知
・受験生へのワクチン優先接種実施
・�市役所等でのお弁当テイクアウト
販売

・ワクチン接種事業について
・�感染拡大時の自宅療養にか
かるケアについて
・�医療機関等との連携強化に
ついて
・ ICTの活用について
・部局間の連携について

発言通告の全文はこちら➡
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会派所属議員名　令和4年12月14日現在
自 由 民 主 党 加藤眞道　南まさみ　青木哲正　青木秀介　田辺昭人　

松岡和行　大野忠之（議長）　渡辺光一　西郷宗範　
山本けんじゅ　田中洋次郎　大貫次郎

よこすか未来会議 髙橋英昭　嘉山淳平　伊関功滋　小幡沙央里　加藤ゆうすけ
工藤昭四郎　竹岡 力　角井 基　永井真人　長谷川昇
葉山なおし　堀りょういち

公 明 党 板橋 衛　土田弘之宣　石山 満　関沢敏行　本石篤志　
二見英一　川本 伸

日 本 共 産 党 大村洋子　ねぎしかずこ　井坂 直

11月臨時議会・12月定例議会　審議結果 ○＝賛成、×＝反対、-＝欠席

※その他議案17件については、全会一致で可決、または異議ない旨回答しました。詳細は市議会ホームページにも掲載しておりますので、ご覧ください。
※議長は、議事を取り仕切る立場から、採決には加わりません。また、上記の日本共産党の内、大村洋子議員は欠席しております。

　1/14に公共交通の在り方検討協
議会との共同で広報広聴会（協議
会の報告、市民からの意見聴取）を
実施しました。詳細は次号にてお
伝えしますが、今後も市民に伝え、
聴く、という議会の機能の強化に
努めてまいります。

編 集 後 記

編集：広報広聴会議（◎＝委員長、○＝副委員長）◎髙橋英昭／○石山 満
／大貫次郎／渡辺光一／松岡和行／田辺昭人／竹岡 力／嘉山淳平／二
見英一／井坂 直／小林伸行

2月17日（金）・28日（火）・3月23日（木）は予備日です（3月8日（水）・16日
（木）・17日（金）は午後予備日）。
インターネットで中継もご覧になれます。（本会議は手話通訳も同時に行っ
ています。）
時間の記載がないものは10時開会。開会日時は変更される場合があります。
傍聴のご案内など最新の状況は市議会HPか議事課でご確認ください。

「審査終了」とは、委員の意見が一致しないなど委員会としての結論が出せずに審査を終えた場合を
言います。

賛否が分かれた議案

会　　派 無会派
自
由
民
主
党

よ
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か
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来
会
議
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日
本
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木
下
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裕

小
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行

小
室
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重
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田 
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藤
野
英
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12人 12人 7人 3人
令和4年度横須賀市一般会計補正予算（第7号） ○ ○ ○ × ○ - × ○ ○ ×

横須賀市個人情報の保護に関する法律施行条例制定について ○ ○ ○ × ○ - ○ ○ ○ ○

横須賀市情報公開条例中改正について ○ ○ ○ × ○ - ○ ○ ○ ○

行政組織条例中改正について ○ ○ ○ × ○ - × ○ ○ ○

企業等の立地及び設備投資促進条例中改正について ○ ○ ○ × ○ - ○ ○ ○ ○

コミュニティセンター条例中改正について ○ ○ ○ × ○ - ○ ○ ○ ○

都市公園条例中改正について ○ ○ ○ × ○ - ○ ○ ○ ○

長井海の手公園ほか1箇所の指定管理者の指定について ○ ○ ○ × ○ - ○ ○ ○ ×

議会議員の議員報酬等に関する条例中改正について ○ ○ ○ × ○ - × ○ ○ ×

常勤特別職員給与条例中改正について ○ ○ ○ × ○ - × ○ ○ ○

令和4年度横須賀市一般会計補正予算（第8号） ○ ○ ○ × ○ - × ○ ○ ×

横須賀市議会の個人情報の保護に関する条例制定について ○ ○ ○ × ○ - ○ ○ ○ ○

請願・陳情
件　　名 結　果

請 

願
日本政府に核兵器禁止条約の署名及び批准を求める意見書の提出に
ついて 不採択

陳
　
情

医療・介護・保育・福祉などの職場で働く全ての労働者の大幅賃上
げを求める意見書の提出について 審査終了

介護保険制度の改善を求める意見書の提出について 審査終了

安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める意見
書の提出について 審査終了

最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書の提出について 審査終了

国に対し私学助成の拡充を求める意見書の提出について 審査終了

県に対し私学助成の拡充を求める意見書の提出について 審査終了

小中学校等における新型コロナウイルス感染症対策のための黙食
ルールの緩和について 審査終了

小中学校等における昼食時の新型コロナウイルス感染症対策の在り
方を改めて検討することについて 審査終了

小中学校等における新型コロナウイルス感染症対策の見直し及び周
知について

趣旨
不了承

令和5年3月定例議会の予定
開催日 会議名

２月14日（火） 議会運営委員会、本会議（14時）、
予算決算常任委員会（本会議終了後）

２月15日（水） 民生常任委員会（予算決算分科会）
都市整備常任委員会（予算決算分科会）

２月16日（木） 総務常任委員会（予算決算分科会）
環境教育常任委員会（予算決算分科会）

２月20日（月） 予算決算理事会、予算決算常任委員会（11時）

２月21日（火） 議会運営委員会

２月22日（水） 本会議

２月24日（金） 本会議

２月27日（月） 本会議、予算決算常任委員会（本会議終了後）

３月２日（木） 特別委員会（設置された場合に開会）

３月３日（金） 民生常任委員会（予算決算分科会）
都市整備常任委員会（予算決算分科会）

３月６日（月） 総務常任委員会（予算決算分科会）
環境教育常任委員会（予算決算分科会）

３月７日（火） 民生常任委員会（予算決算分科会）
都市整備常任委員会（予算決算分科会）

３月９日（木） 総務常任委員会（予算決算分科会）
環境教育常任委員会（予算決算分科会）

３月10日（金） 民生常任委員会（予算決算分科会）
都市整備常任委員会（予算決算分科会）

３月13日（月） 総務常任委員会（予算決算分科会）
環境教育常任委員会（予算決算分科会）

３月14日（火） 民生常任委員会（予算決算分科会）
都市整備常任委員会（予算決算分科会）

３月15日（水）
総務常任委員会（予算決算分科会）
環境教育常任委員会（予算決算分科会）

３月22日（水） 予算決算理事会、予算決算常任委員会（11時）

３月24日（金） 議会運営委員会、本会議（14時）横須賀市議会
公式ツイッター
は下の２次元
コードから！

よこすか市議会だより 第47号（4）令和5年（2023年）1月27日

「よこすか市議会だより」は88,000部製作し、1部当たりの印刷経費は6.0円です。 よこすか市議会だよりは、紙へのリサイクルに適した材料〔Aランク〕のみを用いて製作しています。



広報広聴会議等日程 備　考
11月25日 金 広報広聴会議
11月26日 土
11月27日 日
11月28日 月
11月29日 火
11月30日 水
12月1日 木 公共交通 コロナ協議会
12月2日 金 民生常任（分科会） 都市整備常任（分科会）

12月3日 土
12月4日 日
12月5日 月
12月6日 火 総務常任（分科会） 環境教育常任（分科会）

12月7日 水
12月8日 木 政策検討会議 特別委員会
12月9日 金
12月10日 土
12月11日 日
12月12日 月 予算決算理事会 予算決算常任
12月13日 火
12月14日 水 議会運営 本会議
12月15日 木 記事提出日
12月16日 金
12月17日 土
12月18日 日
12月19日 月
12月20日 火 受託業者へ記事データ入稿
12月21日 水
12月22日 木
12月23日 金
12月24日 土
12月25日 日
12月26日 月 受託業者から初校PDF受領
12月27日 火
12月28日 水
12月29日 木
12月30日 金
12月31日 土
1月1日 日
1月2日 月 休刊日
1月3日 火
1月4日 水
1月5日 木
1月6日 金
1月7日 土
1月8日 日
1月9日 月 成人の日
1月10日 火
1月11日 水 広報広聴会議が11日の場合
1月12日 木
1月13日 金
1月14日 土
1月15日 日
1月16日 月
1月17日 火 文字校了
1月18日 水
1月19日 木
1月20日 金 受託業者より色校正受領
1月21日 土
1月22日 日
1月23日 月 受託業者へ校了連絡
1月24日 火

1月25日 水
印刷完了
受託業者から折込業者へ納入（AM中）

1月26日 木
1月27日 金 発行日（予定）

（予　備　日）

（予　備　日）

（予　備　日）

市議会だより第47号編集スケジュール

会議日程等

（予　備　日）

議会運営委員会
本会議
本会議


